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【内容要旨】（１,２００字以内） 
 
【背景・⽬的】医療機器は不特定多数の医療者と患者間で共有され、接触感染を助⻑する。機器使⽤後
は主に消毒薬を⽤いた⼿作業による清拭処理が実施されているが、拭き残しの可能性や薬剤耐性菌への
効果が薄いことが知られている。本研究では、院内感染症の原因となりうる微⽣物に⾼い殺菌効果を⽰
すキセノン紫外線に着⽬し、⾼性能紫外線消毒装置とアルミ加⼯繊維の消毒ポッドで構成される紫外線
照射システムによる医療機器表⾯の殺菌効果を検証した。次に、紫外線で微⽣物を不活化するためには
照射強度と露光時間の積となる紫外線照射線量が指標になる。しかし、紫外線消毒装置の照射強度が各
社⾮公開から照射線量が算出できず、紫外線照射は場所によっては不透明かつ限定的に考えられてい
る。そこで、新たに UV 照射センサを開発して装置からの照射強度を測定し、効果的な微⽣物不活条件
を検討した。【対象・⽅法】⼭形⼤学医学部附属病院において汎⽤され、汚染されやすい 5 種類の機器
を対象に、⽤⼿清拭法と⽤⼿清拭後に追加で紫外線照射した場合の殺菌効果を⽐較した。機器の表⾯付
着菌の測定はコンタクトプレート法とし、機器表⾯から採取した微⽣物の培養を⾏いコロニー数から評
価した。次に、酸化亜鉛光導電素⼦を実装した UV 照射センサおよびマルチロガ収集ソフトを地域企業
と共同開発した。モデル病室内外の環境表⾯および影などの死⾓部分に UV 照射センサを複数箇所設置
して紫外線照射中の照射強度を多地点同時に連続測定し、紫外線源からの照射距離または⾼さと紫外線
照射線量の関係を分析した。【結果・考察】⼀般に推奨されている次亜塩素酸ナトリウムによる医療機
器表⾯の殺菌効果は、必ずしも完全ではなく、個々の⼿技に依存するところも⼤きかった。⼀⽅、追加
の紫外線照射はさらなる殺菌制御に有効だった。⾼反射性の消毒ポッドによって鏡⾯反射された紫外線
が機器の配置場所や向きに限らず⼀律に機器全体に⾏き渡ることで、⼈が物理的に清拭できない箇所ま
で効率の良い殺菌効果が得られたものと考えられる。次に、UV 照射センサによって紫外線の照射分布
を可視化できた。装置の有効照射範囲内であっても距離や⾼さによって照射強度は変化し、上⽅向や影
などの死⾓部分は減衰が著しかった。場所ごとの照射強度が明らかとなったことで、微⽣物の不活化線
量を満たす露光時間の算出に繋がり、今まで照射場所によっては不透明かつ限定的に考えられていた紫
外線照射による環境衛⽣を具体化かつ明確化できるものと考えられる。また、すべての使⽤者を紫外線
から確実に保護するためにも、装置運⽤前にセンサを⽤いた照射試験を⾏うべきである。以上、本研究
では紫外線消毒装置における医療機器表⾯の殺菌効果と紫外線照射強度を明らかにすることができ、本
知⾒は医療機器や環境表⾯を介した感染予防に関する基礎的な理解を深めることに貢献するものである
と考えられる。                                     （1,198字）                                                                                       
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